
その他の支援団体も高校生が参加できる事業を実施しています

　　　　　ジョブシャドウ　公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本
　社会人に影のようにつき、仕事をしている姿を見ることで、コミュニケーション力や課題対応力と共に、学校での学
びの大切さについて知る機会となります。夏季休業中に、東京都教育委員会と共催で実施しています。

　　　　　OPEN－CAMP　株式会社博報堂
　博報堂のデザイナー、コピーライター、プランナーなど様々な職種の社員が講師となり、発想法や企画づくりのコツ
などを学ぶ講座。ホームページで参加者募集を行っています。

特集　　都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラム事業

「エネルギーあふれる社会人と出会う」 プログラム
NPO法人　じぶん未来クラブ

　「NPO法人　じぶん未来クラブ」（以下「じぶん未来クラブ」）は、設立10周年
を迎えた今年の夏に「シゴトのチカラ　スペシャル」という中高生を対象とし
たイベントを実施しました。サブタイトルは、「本気の大人と出会う3日間」。3
日間で合計66人もの大人が講師となります。生徒はそれぞれ１時間半ずつ講
師の話を聞き、グループで感じたことを話し合い、発表しました。
　じぶん未来クラブは、「都立高校生の社会的・職業的自立支援教育プログラ
ム事業」のモデル事業を実施する時から、支援団体となっています。
　今回は、このイベントをなぜ実施しようと思ったのかを都立高校の支援を
担当する平賀恵美子さんに聞きました。

プログラム名

プログラム名

―このイベントで、中高生に一番伝えたかったことは
何ですか？
平賀
　大人になること、将来が楽しみだと思えるようになっ
て欲しい。
　働くことは「辛い」「大変」と、多くの高校生は思ってい
ます。もちろんその通りですが、それ以上に、世の中の誰
かの役に立っている充実感、達成感、自信、仲間、報酬…。
困難を乗り越えて得られるたくさんのものがあること
を知って欲しい。思いを持って働くエネルギーあふれる
社会人と出会って、自分にも思い切り挑めることをした
いという未来への冒険心を覚えてくれたらと思ってい
ます。

―企画として、「これは外せない」というポイントは？
平賀
　この企画のタイトルにもありますが、大人が「本気」で
高校生に向き合うことだと考えています。高校生から
は、社会人は完成した人間で淡々と仕事をしているよう
に見えています。がむしゃらに生きているという感じは
受けとれないでしょう。しかし、社会人も悩み、壁にぶつ
かり、失敗と試行錯誤を繰り返して生きています。弱い
部分もたくさんある中で、そこから逃げずに生きている
大人の「本音」を正直に、感情とともに具体的に話してい
ただくようにしています。それが高校生の日常の中で経
験している困難等とリンクして、共感を生むと考えてい
ます。

―参加型にするための工夫は？
平賀
・お互いを知る時間を多く取る。
高い緊張感の中では心を開いて話を聞ける状態になり
ません。社会人と高校生同士がお互いに自己紹介した

り、ちょっとしたアクティビティを入れて、緊張感を
取ってから本題に入るようにしています。
・当事者として意識できるような問い掛け
社会人の話をただ聞くだけでなく、「こんな時自分なら
どうするか」という当事者の立場でどうするか、という
インタラクティブな問いかけをし、グループワークを多
く取るようにしています。
・カードに書いてから質問する
質問などが出やすいように、まず自分の考えを書くカー
ドや付箋を用意するようにしています。

―学校でのプログラム実施で大切と思うことは？
平賀
　総合的な学習の時間の２年間のプログラムを先生方
と一緒に作っていますが、最も大切にしているのは、「動
機付け」です。
　「この授業は自分にとって意味がある」「大変そうだけ
ど、やったら楽しそうだ」そう思えるような仕掛けをう
まく作るということ。
　次に、出会う人の数。ある高校では、大学生が何回も学
校へ来ます。自分から社会人に会いに行くインタビュー
の機会もあります。初めての人に出会うのはドキドキし
ますが、人が語る情報が一番面白い。いろいろな人に
会って、情報を得る楽しさを知ってもらい、世の中に出
ても人との関わりで成長して欲しいと思っています。
　三つ目は、甘えが効かない第三者の目を入れるという
こと。職業人インタビューも自分で連絡をして会う約束
をし、インタビュー内容を事前に御本人に送ります。新
入生に自分の学校の特徴を紹介するプログラムでは、新
入生にプレゼンテーションをする前に、大学生にプレゼ
ンして完成度を上げます。甘えられない、学校内外の「第
三者」の評価を入れることで、プログラムへの向かい方
が変わってくると考えています。

平賀さんへのインタビュー

　都立農業高校は、京王線府中駅から徒歩５分、広い農場の他に温室や製茶工場もある
高校です。生徒は、普通科目と専門科目を同程度学び、調理師免許や2・3級造園技能士等
の資格を在学中に取ることができますが、更に専門的に学ぶために6割近い生徒が進学
しています。都立高校唯一の服飾科があり、文化祭（農高祭）で行われるファッション
ショーの写真が、PTA広報誌の表紙を飾ります。

　  生徒の学習内容を体験できるPTA活動
　PTA研修は、農業科・家庭科の設置する五つの学科の学習内容を体験できるように計画さ
れ、保護者の学校理解を進めるとともに、就職や進学の参考となるよう、工夫されています。
研修では、各科の教員が指導者として協力し、「てづくり研修」では、関係する部の生徒が保護
者グループの指導役として活躍しています。

　  情報を伝えるために
　農業高校の広報誌「いなほ」は年３回の発行ですが、PTA研修等の報告とともに、生徒の
校外学習や学校行事についても、多くの写真を中心に紹介しています。これも、なかなか
見ることができない生徒の学習活動を、保護者に伝える工夫です。夏休みに、都市園芸科
の生徒の水やりや、食品科学科の生徒がお茶畑の雑草取りをしている様子も取材してい
ます。農高祭を特集する2学期号は20ページもあり、五つの学科、３学年それぞれの企画
を、生徒の声とともに掲載し、保護者が参加できなかった行事についても、この広報誌を
見ながら子供と会話をしているだろうと想像できるような充実した内容です。
　また、研修会等のお知らせを生徒に配付しても、保護者に渡さないことがあるため、
PTAのメール配信システムで「本日、研修のお知らせを配付しました」と通知し、保護者に
情報が届くよう、工夫しています。

　  他校のPTAとの交流活動も
●五農会
　五つの都立農業系高校（農業高校、園芸高校、農芸高校、農産高校、瑞穂農芸高校）PTA交流会として、年に5回、各校を訪問し、それぞ
れの特色ある教育活動の紹介と学校見学を行っています。毎年、餅つきの日に農業高校での五農会を開催し、説明と見学の後に、参加
者は餅つきを体験。五農会の内容も、広報誌で紹介しています。

●府中・調布都立高校PTA交流会
　2市にある八校の都立高校のPTA役員が年に2回集まり、文化祭等の
学校行事の報告や、PTA運営の工夫や課題についての情報交換をしてい
ます。

　農業高校のPTA活動は、子供たちの成長を支え、保護者が互いに学び
合う機会を提供するとともに、都市部にある農業系の高校での学習活動
について、家庭や地域に伝える役割を果たしています。

　「東京都公立高等学校PTA連合会」では、都内６地区ごとに役員会や情報交換会、交流会を開催しています。8月に千葉で開催された
全国高等学校PTA連合会大会には、都立高校72校から172人が参加しました。東北の被災地へ高校生と共に訪問する視察事業も行っ
ています。

学校データ

広報誌

府中・調布都立高校PTA交流会

PTAの活動紹介

１学期
●PTA総会
●かたくりを見る会
●ホタルを観る会
●茶摘み研修…製茶工程の説明、高校の北側にある雨久保農場での茶摘み体験と、学校の敷地内の製茶工場見学
●神代研修…調布市にある神代農場で、ニジマスの観察や、樹木の刈込み体験等

２学期
●バス研修…毎年、行先が変わりますが、食品工場の見学、野菜狩り、こんにゃく作り体験等、農業に関わる仕事を見学・体験
●農高祭…PTAでは、被災地支援の物産展やお茶（高校で作った府中茶）の提供。広報誌の拡大展示や来場者への配付
●「てづくり研修」…栗まんじゅうをつくる研修では、クッキング部の生徒が指導役

３学期
●餅つき…神代農場で栽培したもち米を使った餅つきには、PTAのOB会が協力しています。

茶摘み研修

せん

PTAの活動紹介 第2回
保護者や地域の学校理解を進める

東京都立農業高等学校
●明治42年
　東京府北多摩郡立農業学校として開校
●昭和25年
　東京都立農業高等学校と改称　　
●生徒数
農業科（都市園芸科、緑地計画科、食品科学
科）／319名
　家庭科（服飾科、食物科）／207名
●定時制（食品化学科・普通科）
●校　長／齋藤　義弘

　

～東京都立農業高校PTA～
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